
大 会 注 意 事 項

１．この大会は，２０２２年（財）日本陸上競技連盟競技規則と大会要項ならびに申合せ事項に準

拠して行う。ただし，児童の年齢を考慮した教育的な配慮も行う。

２．この大会に参加できる選手は，小学校第５学年と第６学年の年齢に該当する者とする。

３．選手受付について

７：３０～８：４５に，競技場室内走路にてチーム代表者が行い，アスリートビブス，プロ

グラム（選手人数分プラス１冊）観戦者用のリストバンド等を受け取る。その際に，選手及び

指導者の，大会前１週間の「体調管理チェックシート」を提出すること。

４．競技場使用について

(1) スパイクピンの長さは９mm以内とする。

(2) コロナウイルス等の感染症予防とけがの防止の観点から，競技場内の室内走路は開放しない。

荒天の場合の対策を，各チームでとること。

(3) 救護室は競技場内に設置する。（ただし応急処置のみとする。）

(4) 競技場での練習時間は以下の通りとする。安全に十分配慮して行うこと。

９日（土） 今年は開放なし 県営陸上競技場 東北聾学校大会のため

１０日（日） ８：３０～１０：００ 県営陸上競技場 ボール投げは禁止

１０日（日） ９：００～１４：００ 補助陸上競技場 ハードル，高跳びは不可

ボール投げは可能だが各

自持参

【県営陸上競技場】

★１～２レーンは、長距離の周回練習用とする。

★正面スタンド前３～７レーンは、１００ｍ練習用とする。

★ 同 ８～９レーンは、ハードル練習用とする。

★第２コーナー、第３コーナーの６～９レーンは、リレー練習用とする。

★第１曲走路とバックストレート３～５レーンは、流しなど短距離練習用とする。

★フィールド内芝生でのボール投げ練習は禁止する。

【補助陸上競技場】

★基本的には，上記の練習区分と同様とする。

★ハードルと高跳びのマットは使用できない。

★フィールド内芝生は，ボール投げとするので，他の練習は禁止する。

５．競技者の招集について

(1) 招集所は，競技場第２コーナーゲート（リレーの２走スタート地点）付近に設置する。

(2) 招集時刻は，その競技開始時刻を基準として下記のとおりとする。

種 目 招集開始時刻 招集完了時刻

１００ｍ・ ８００ｍ・１０００ｍ・ ３０分前 １５分前



コンバインドＡの８０ｍＨ・４００ｍリ

レー・１００ｍ友情レース

コンバインドＡの走高跳・コンバイン ４０分前 ２５分前

ドＢ

(3) 選手は掲示してある出場選手一覧表にチェックをした後（自分の番号を○で囲む），招集完

了時刻５分前までに招集所に集合し，点呼を受ける。

(4) 招集完了時刻に遅れた競技者は，当該競技種目を棄権したものとして処理する。

６．競技運営について

(1) アスリートビブスは，配付されたままの大きさでユニフォームの胸背部に確実に固定する。

トラック競技に出場する競技者は，招集所で受け取る腰ナンバーをランニングパンツ右側上部

やや後方につける。

(2) スタートのコールはイングリッシュコールとする。（「On your marks.」「Set.」。１０００

ｍと８００ｍは「On your marks.」のみ）

(3) 短距離競走のスタートはクラウチングスタートとする。ただし，スターティングブロックは

使用しなくてもよい。同じ競技者が２回不正スタートをした時には，その競技者は失格となる。

(4) タイムレースでは，同記録の場合に写真判定主任が写真を拡大し，より細かく判定して決勝

進出者を決める（計時は1/1000秒単位で，表示は1/100秒単位）。それでも決められない場合，

空きレーンがあれば９人（リレーは９チーム）で決勝とする（入賞は８位まで）。空きレーン

がない場合は，抽選とする。

(5) リレーのオーダー用紙と友情レース出場者記名用紙は，朝のプログラム配付時に受け取り，

監督・引率打ち合わせ（9:00～）終了直後に大会総務に提出する。決勝進出の場合，原則予

選のメンバーを替えられないので，オーダー用紙の提出は必要ない。ただし，走順を替える場

合は，召集開始６０分前までに大会総務に届け出ること。

(6) リレー競技においては，原則としてそのチームで同一のユニフォームを着用する。ただし，

男女による違いは認めるものとする。

(7) リレー競技のマーカー使用は１カ所とし，マーカーは各チームで用意する。ただし，使用し

たマーカーはそのチームで処理する。テークオーバーゾーンは３０ｍとし，第２～４走者のス

タートはゾーンの中からとする。

(8) コンバインド種目は、別に定める得点により順位を決定する（日本陸連HP参照）。得点が同

じ選手は同順位とする。

(9) コンバインドＡについて

① ８０ｍハードルは男女とも以下の規格で実施する。

スタートから第１ハードルまで 高 さ インターバル 台 数 最終ハードルからフィニッシュまで

１３ｍ 70cm ７m ９台 １１ｍ

② 走り高跳びは、バーの上げ方を５cmごととし、最初の高さは１ｍとする。

③ 走り高跳びは、マットへの着地は足裏からとし、背や腰からの着地は無効試技とする。

④ 走り高跳びは、２回続けて失敗すれば試技を終了とする。

(10) コンバインドＢについて

① ジャベリックボール投げは、男女とも以下の内容で実施する。



使用球 競技場所 投てき角度 助走距離

ジャベボール ヤリ投げピット ヤリ投げと同じ １５ｍ以内

試技の際には、ボール本体を持ち、オーバーハンドスローで投げることとする。

② 走り幅跳びとジャベリックボール投げは、それぞれ２回の試技とする。

７．各種目３位までの入賞者にメダルを授与し，８位までの入賞者に賞状を授与する。表彰式は３

位以内とし，室内走路の控え場所に待機すること。４位以下の入賞者は，室内走路にて表彰係か

ら賞状を受け取ること。

８．全国大会について

(1) 男女各５年１００ｍ，６年１００ｍ，コンバインドＡ，コンバインドＢと混合４×１００ｍ

の１位を，全国小学生交流大会の秋田県代表とする。

※ 全国大会は８月１９日（金）～２１日（日）（大会は２０日（土）），神奈川県・日産スタ

ジアムで開催され，全日程を選手団として同行できない選手は参加できない。また，リレー

の登録メンバーは県予選と同じとする。

(2) コンバインド種目において１位選手が複数の場合の全国大会選考方法

①２種目のうち，より得点の高い種目がある選手とする。

②２種目とも全く同じ点数の場合，コンバインドＡは走高跳のルール（試技数等）に準じて上

位にあたる選手を，コンバインドＢはジャベリックボール投げの記録が良い選手とする。

③上記で決まらない場合は，抽選とする。

(3）全国大会の出場権を獲得した選手の引率者は，出場の可否を確認するので，競技場内事務室

付近の受付に来ること。

(4) 辞退者が出たり事情があったりする場合の代表選手の選考は，主催者で判断し決定する。

（5）大会終了後，全国大会出場選手の引率者（又は保護者）による打合せ会を実施するので，関

係者は必ず出席すること。

(6) 全国大会出場選手は，大会前に行われる事前練習会に参加すること。

９. 会場への入場，コロナウイルス等感染症への対応等

(1) 大会前日（９日）は，別の大会が開催されているので，練習や，スタンド内への控え場所の

確保はできない。

(2) 大会当日（１０日）の入場

①サイド・バックスタンドは７：００からとし，開場時刻前から並ぶ際は第１と第４コーナー

の入口とする。

②正面スタンドは７：３０から入場できる（詳細は以下に記載）。

(3) 会場の入場者について

①全入場者が，大会１週間前から体調に異常が無い人が入場できる。当日に体調に異変がある，

または前日までに体調に異変がありその原因が分からない（コロナウイルス感染症の可能性

がある）人は入場できない。

②正面スタンドについて（入場口は会場外北側の１カ所）

・選手は，受付で配付されるアスリートビブスを入場口で警備員へ見せる。



・選手の家族は，事前に承諾書で申告した２名までが入場できる。当日７：３０～の受付の

際にチームに配付されるリストバンドをつけて，入場口で警備員へ見せる。

・指導者は，選手の家族同様のリストバンドをつけて入場できる。リストバンドは，チーム

受付の際に２名分配付する。

・上記以外の方（チーム・学校関係者，または事前に申告した選手の家族に変更がある場合）

が入場を希望する場合は，競技場正面入口の受付にて氏名や連絡先等を記入し，リストバ

ンドを受け取る。

③サイド・バックスタンドについて

・入場者は，上記の正面スタンドに入場できる方とする。（受付前の時間帯は，アスリート

ビブスやリストバンドは無くてもよい）

④本部前，メインスタンド下通路は大会役員，補助員などの関係者以外立ち入り禁止とする。

競技場内での写真撮影は，大会本部に申し出て許可を得た場合以外は禁止する。

⑤競技中の競技場の入退場は，すべて競技役員の指示に従う。競技をするとき以外は，競技場

内に立ち入ることはできない。

(4) テントやシート等での控え場所の確保について，正面スタンドへは禁止する。（正面スタン

ド裏のコンコースは可能） ※バックスタンドの前部手すりには，スポンサーの横断幕を掲示

する。

(5) こまめに手洗いまたは手指の消毒をし，手を清潔に保つこと。

(6) 大声を出しての応援は禁止とする。

(7) 大会後２週間「体調管理チェックシート」に記入し健康チェックをすること。

10.その他

(1) 駐車場は，県立中央公園内の駐車場を利用できる。園内の歩道や緑地地帯へ乗り上げて駐車

したり，緊急車両通過用の空きスペースに駐めたりしないようにすること。

(2) 正面スタンドでは，出入り口付近，通路，最前列の手すり付近に立って観覧することを禁止

する。また，サイドやバックのスタンドから降りて観覧することも禁止する。

(3) 映像・動画・画像の二次使用について

本大会主催者及び日本陸上競技連盟いずれかが認めた報道機関や大会の協賛・後援の各団体

が撮影した大会の映像・動画・画像・記事・個人情報等を、主催者および主催者が認めた第三

者が大会運営および宣伝等の目的で、大会ポスター・プログラム・パンフレット・大会報告等

への使用、およびテレビ・ラジオ・新聞・雑誌・ＳＮＳ・ホームページ等の媒体に掲載するこ

とがある。（主催者の許可無しに，大会の映像・動画・画像・記事・個人情報等を上記の媒体

に掲載することを禁止する。）

(4) ゴミは各自で持ち帰ることを原則とする。

(5）プログラムの訂正は，監督・引率者打ち合わせ終了時までに大会総務に届け出ること。一般

のプログラム販売は，１冊１０００円で正面入口の受付にて行う。

(6) 監督・引率の打ち合わせは，１０日(日)９：００から競技場内室内走路で行う。

(7) 選手の参加記念品は，１０：００から競技場内で配付する。朝の受付の際に配付する引換券

を持参すること。


